














後の林齢が異なる林分を 10箇所選んで，マレーズトラップ 1基によってハチ類を 5"'"'1
月に捕獲した。土壌動物はほぼ同じ調査地において、サンプリングしツルグレン装置で抽
出した。
結果と考察
ノ¥ナバチ類の個体数は、スギ林、広葉樹林とも、皆伐直後~数年で最大となり、それ以
降は急激に減少したが、個体数が最小のプロットでも最大のプロットの 1割弱の個体数が
得られた。一方針葉樹林では 20年生 50年生ではほとんど、あるいは全く捕獲されなかっ
た。小形のハナパチ類は一般に巣からの採餌範囲も狭いと考えられる。したがって壮齢~
老齢の針葉樹林が大面積で卓越した地域で、は、こうしたハナパチ類が減少し、再び広葉樹
林に転換した場合の回復は遅れる可能性がある。ただし林縁部を維持することで、ある程
度の保全は可能であろう。
トビムシについては、林齢や林相に伴う種数や個体数の変化は他の昆虫に比べると小さ
く、比較的フラットな傾向を示した。しかしながら群集の構成はスギ林と広葉樹林とで明
瞭に異なった。林床有機物の量はスギ林で多くなる傾向があり、デトリ タス食者の種数と
林床有機物量には正の相闘が見られた。また、菌食者、吸収食者の種数は、林床植物の種
数と正の相関をもった。このような群集組成の違いは、それぞれの場所における資源を反
映しているものと考えられる。また単純に「分解者Jとしてすべての種をプールした分析
は、必ずしも正しくないことがわかる。
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